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三菱マテリアル建材株式会社の事業譲受けに関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、三菱マテリアル株式会社（以下「三菱マテリアル」）の 100%

子会社である三菱マテリアル建材株式会社（以下「三菱マテリアル建材」）の事業を譲受けるため、三菱

マテリアル建材が会社分割（新設分割）により新たに設立する会社（以下「新設会社」）の全株式を取得

し子会社化することについて決議し、本日、三菱マテリアル建材及び三菱マテリアルとの間で株式譲受

契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業譲受の理由 

当社グループは、平成 29 年 3 月期を最終年度とする中期経営計画の目標達成に向け、「改修・リフォ

ーム・医療介護など成長分野への取り組み強化と用途開拓による国内中核事業の持続的成長」を経営戦

略の一つとして掲げております。 

この戦略の下、当社は、オフィス、店舗、教育・医療福祉・交通施設などの非住宅市場において、「セ

ラール」、「アイカマーレス不燃」など不燃性能を有する内装材の商品力強化、並びに、「ジョリパット」

など多彩な機能と豊富な色柄を有する外装用仕上げ塗材の拡販を推進してまいりました。 

このたび譲受けることで合意した三菱マテリアル建材の「押出成形セメント板事業」「けい酸カル

シウム板事業」「多機能建材事業」（以下「対象事業」）は、いずれも長い歴史に培われた競争力のあ

る商品群と耐火・不燃性能を中心とした高い技術力を有しています。 

これら対象事業の製造・販売・技術を取得することで、今後重要性がさらに高まることが予想さ

れる内装用不燃建材の一層の拡充、セメント板などの耐火材の販売による外壁市場向け事業の強化、 

並びに当社の有機系技術と新設会社の無機系技術との融合による新商品の開発などを進め、当社

の中核事業である国内建設市場向けビジネスの持続的成長を実現してまいります。 
 

２．対象事業の概要 

（１）対象事業 

三菱マテリアル建材の「押出成形セメント板事業」「けい酸カルシウム板事業」「多機能建材事業」 

（２）対象事業の売上高（平成 27 年 3 月期実績）  7,264 百万円 

（３）譲受方法等 



三菱マテリアル建材が対象事業を承継する新設会社を会社分割（新設分割）により設立し、当社

が新設会社の全株式を三菱マテリアル建材から取得する方法により対象事業を譲り受ける予定です。 

なお、新設会社は、予定されている会社分割（新設分割）において、アスベストに起因する疾患

に係る損害賠償債務（新設会社の成立日以前に生じた事由に起因して成立日後に発生するものを含み

ます。）を承継致しません。 

 

 

３．三菱マテリアル建材の概要 

（１） 名 称 三菱マテリアル建材株式会社 

（２） 所 在 地 東京都中央区日本橋小舟町 8 番 6 号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 日髙 俊朗 

（４） 事 業 内 容 押出成形セメント板その他一般建築材料の製造及び販売等 

（５） 資 本 金 450 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 大正 8年 8月 10 日 

（７） 売 上 高 7,264 百万円（平成 27 年 3月期） 

（８） 純 資 産 2,257 百万円（平成 27 年 3月期） 

（９） 総 資 産 6,247 百万円（平成 27 年 3月期） 

（10） 大株主及び持株比率 三菱マテリアル株式会社 100％ 

（11） 
当 社 と 当 該 会 社 

の 関 係 

資 本 関 係 該当なし 

人 的 関 係 該当なし 

取 引 関 係 製品の売買取引 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当なし 

 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成 27 年 7 月 30 日（本日） 

（２） 契 約 締 結 日 平成 27 年 7 月 30 日（本日） 

（３） 会 社 分 割 の 効 力 発 生 日 平成 27 年 10 月 1 日（予定） 

（４） 株 式 譲 渡 実 行 日 平成 27 年 10 月 1 日（予定） 

 

 

５．今後の見通し 

本事業譲受による当社の平成 28 年 3月期業績に与える影響は軽微であります。 

 

 

以 上 

 

 

 



（参考）当期連結業績予想（平成 27 年 4月 30 日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 28 年 3月期） 
151,000 百万円 15,800 百万円 16,100 百万円 9,500 百万円 

前期連結実績 

（平成 27 年 3月期） 
143,843 百万円 15,181 百万円 15,885 百万円 10,137 百万円 

 

 


